
日 = 日時　場 = 会場　内 = 内容　講 = 講師　人 = 対象・定員　持 = 持ち物　￥ = 参加費（記載のないものは無料）　申 = 申し込み　問 = 問い合わせ

2 令和８年 3 ⺼ 15 日西区役所だより に し

県
警
察
防
犯
ア
プ
リ『
に
い
が
た
ポ
リ
ス
』で
は
、
不
審
者
・
特
殊
詐
欺
・
熊
出
没
情
報
の
ほ
か
、

家
族
と
現
在
地
を
共
有
で
き
る
便
利
な
機
能
が
沢
山
。
下
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
登
録
で
き
ま
す
。

健康相談 健診結果がある人はお持ちください。

４月 時　間 会　場 問い合わせ・申し込み

16日
（木）

午前９時30分～ 11時 30分
午後１時 30分～３時 30分

坂井輪健康センター
要申し込み

西区健康福祉課　
地域保健福祉担当
☎ 025-264-7453

23日
（木） 午前９時30分～ 11時 30分

黒埼健康センター
要申し込み

黒埼地域保健福祉センター
☎ 025-264-7474

28日
（火） 午前９時30分～ 11時 30分

西地域保健福祉センター
要申し込み

西地域保健福祉センター
☎ 025-264-7731

●は栄養相談　★は歯科相談あり
持� 母子健康手帳、バスタオル

４月 時　間 定　員
（先着） 会　場 問い合わせ・申し込み

14日
（火） 午後１時 30分～３時●★ 20人 西地域保健福祉センター

要申し込み
西地域保健福祉センター
☎ 025-264-7731

15日
（水） 午前９時30分～ 11時●★ 42人 坂井輪健康センター

要申し込み
西区健康福祉課　
地域保健福祉担当
☎ 025-264-7453

持  母子健康手帳、妊婦歯科健診受診票
申  �実施日の２日前までに市

ホームページ（右の二次
元コード）内の申し込み
フォームから申し込み

  妊婦歯科健診

乳幼児に関する育児相談

H E A L T H  &  W E L F A R E

事業実施について日程などに変更が生じた場合は、西区役所ホームページ
や西区役所公式エックス、にしっこはぐくみLINKなどでお知らせします。

さ か い わ
じ ど う か ん

●チャレンジ工作
日 �３月17日（火）～３１日（火）午前

９時～11時30分、午後１時30
分～４時30分

内 �フライ＆キャッチ

●おたのしみTIME
日 ３月25日（水）午前９時～正午
内 �自由遊びplus
人 乳幼児とその保護者

今月のイベント ●は直接会場へ、★は要申込
●身体測定
日 �３月19日（木）午前９時～正午
（身体測定は10時30分から11
時30分）

内 身体測定、自由遊び
人 �乳幼児とその保護者
持 バスタオル おむつ

開館時間　午前９時～午後５時
　　　　　（清掃時間 正午～午後１時30分）
３月の休館日　
　毎週月曜の終日、1５日（日）の午前９時～正午
問 ☎025-269-3154
　坂井輪児童館の詳細は、区ホーム
ページ（右の二次元コード）をご覧く
ださい。

４月 受付時間 会場 定員
（先着）

８日
（水）

午後１時～１時30分
坂井輪健康
センター

18人
午後１時30分～２時 17人
午後２時～２時30分 10人

27日
（月）

午後１時～１時30分 西地域
保健福祉
センター

10人
午後１時30分～２時 10人
午後２時～２時30分 ５人

　４月１日（水）より同敷地内にある建物間で事務所の移転があります（住所の
変更はありません）。お越しの際はお間違いのないようお願いします。
住所：西区赤塚4782番地 （旧）特別養護老人ホーム『松風園』内　
　　　　　　　  　　　⇒（新）介護老人保健施設『あかつか苑』内
電話：025-264-3377（変更なし）FAX：025-264-3388（変更なし）

地域包括支援センター赤塚事務所移転のお知らせ地域包括支援センター赤塚事務所移転のお知らせ

　西区では、社会構造が大きく変化する2040年を見据え、西区から希望
と活力に満ちた未来を創造するために多様な主体や将来を担う人材が出会
い、ともに行動するためのコミュニティづくりに取り組んでいます。

Enjoy農業でHappy＆Thanks
　西区黒鳥で農業を営むサンクスファ
ーム黒鳥の大岩 和正さんを招き、講演
会とパネルディスカッションを開催しまし
た。講演では、『かっこいい農業をどう
見せるか』『SNSの活用』『農業を経営
として成り立たせる仕組みづくり』など、
これからの農業の可能性について紹介。
　サンクスファーム黒鳥ではインスタグ
ラムを通じて、従業員が農作業の様子
や日々の工夫を楽しく発信しており、農
業の魅力を身近に伝える取り組みも行っ
ています。
　パネルディスカッションでは、担い手
不足への対応として、作業の仕組み化
による誰でも取り組める体制づくりや、
農機の貸し出しを含めたフランチャイズ
化、円滑な事業承継の在り方などが語

　ここでは今年度開催された４つの事業をご紹介します。また、
昨年度の様子や今年度の取り組みについて、詳細を区ホーム
ページ（右の二次元コード）に掲載しています。
問 西区 地域課 企画・広報担当（☎025-264-7161）

15万人の西区まちづくり発表会 佐潟のはなし・共生のはなし

西区まちづくり想像ワークショップ

　赤塚・佐潟歴史ガイド『佐潟と歩む
赤塚の会』の太田 和宏さんによる講演
会を開催しました。講演では、村人総
出で潟の普請を行った年中行事の様子
や、決められた場所でハスを採ったり
していた思い出など、佐潟とともにあ
った暮らしが語られました。かつては
水質も良く、水遊びや農業用水として
活用され、地域の生活の中心には常
に佐潟がありました。しかし高度経済
成長期の減反政策により、昭和59年
には最後の田んぼが姿を消しました。 
　太田さんは「佐潟をもっと知ってほし
い」と語り、水質改善やハスの復活、
地元産物を生かした伝統食や新たな料
理づくりなど、これからの展望も紹介。
質疑では、佐潟でとれる魚の活用方法
についても意見が交わされ、佐潟の未
来を考える機会となりました。

かっこいいのは生き方だ

　『食と潟のこれから』をテ
ーマに、未来を自由に想像
するまちづくりワークショップ
を開催しました。 地域の現
状や課題を踏まえつつ、『こ
んなまちになったら面白い』
というアイデアを創出。

　学生の挑戦を地域で応援する仕組
みや、買い物のついでに農業体験が
できるスーパー、消費行動で佐潟をき
れいにする地域通貨の提案など、ワク
ワクする発想が次々に生まれました。
　生まれたアイデアは、今後の地域づ
くりに生かしていきます。

未来をデザインする特別授業

　15万人の西区まちづくり発表会と
してシンポジウムを開催し、SUZUグ
ループ代表取締役の鈴木 将さんを招
きました。
　講演では、地域性を生かした農業
や、その土地でしか味わえない食の
価値、伝統食を含めた『みんながうれ
しい食の循環』についてお話しいただ
きました。
　また、若い人材を確保するために
は、より地域に根ざした取り組みが重
要であり、『ここでしか食べられない
もの』を磨き上げ、本当にこの地を訪
れたい人にローカルの魅力を届ける
視点の大切さが語られました。
　あわせて、西区でまちづくりに取り
組む複数のグループを紹介し、活動
発表の後には鈴木さんを交えたクロス
トークを実施。 交流会も行われ、参
加者同士がつながりを深める機会と
なりました。

られました。
　参加者にとって、農業の新しい形を考える機会となりました。
サンクスファーム黒鳥のインスタグラムは右の二次元コードから
ご覧いただけます。

申� ４月１日（水）からオンライン申請「e-NIIGATA」から申し込み可能となります。


